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対象学科／専攻コース 必・選 履修・学修 単位数 授業形態 授業期間

全学科 必 履修 4単位 講義 通年

科目目標
(1) 微積分の基礎概念を理解する．
(2) 1変数の微分や積分に関する基本的な技法を修得し，関数の導関数や積分を計算できる．
(3) 微分法や積分法を関数の変化や図形の免責・体積の計算等に応用できる．

総合評価
(1) 中間試験・定期試験（50％）
(2) 小テストやレポートの課題等（50％）

科目達成度目標
達成度目標の評

価方法

ルーブリック

理想的な到達レベル 標準的な到達レベル
最低限必要な到達レ

ベル

「一定の規則性の
もとに(無限個の)
数を並べた列」と
して数列の概念を
学ぶ。そして、そ
れらの数列が無
限の彼方(極限)で
はどのような振る
舞い（収束、発
散、振動）をする
のかを考える。

「無限個の数を足
し合わせても無限
に大きくなるわけ
ではない例」など
を理解し、無限の
概念に興味を持ち
親しむことができ

る。

定期試験、小テス
トやレポート等の
課題で評価する。

無限数列、無限
級数の収束、発
散、振動などの概
念を正しく理解し
ており、教科書の
練習問題程度の
問題を解くことが
できる。また収

束、発散、振動な
どの概念を、自分
の言葉で客観的
に説明することが

できる。

無限数列、無限
級数の収束、発
散、振動などの概
念を正しく理解し
ており、教科書の
例題や類題（問
題）を解くことがで
きる。また、教科
書の練習問題を
解説を見ながら理
解することがで

き、その類題を解
くことができる。

無限数列、無限
級数の収束、発
散、振動などの概
念を理解すること
ができ、かつ教科
書の例題や類題
（問題）の大半を
解くことができる。

数列で学んだ極
限の概念を元に、
関数の極限を学
ぶ。関数の極限と
いう考え方を元
に、微分とは、あ
る瞬間における関
数の変化を捉える
概念であることを

理解する。

定期試験、小テス
トやレポート等の
課題で評価する。

数列で学んだ極
限の概念を元に、
正関数、三角関
数、指数関数、対
角関数の導関数
を定義に従って求
める事ができる。
関数と導関数の
関係を自分の言
葉で客観的に説
明することがで

き、かつ関数のグ
ラフを図示するこ
とができる。また、
微分の概念を自
分の言葉で客観
的に説明すること
ができ、教科書の
練習問題を解くこ

とができる。

数列で学んだ極
限の概念を元に、
正関数、三角関
数、指数関数、対
角関数の導関数
の定義を理解し
求めることができ
る。関数の導関数
を用いて、関数の
グラフを図示する
ことができる。ま

た、教科書の例題
及びその類題（問
題）を解くことがで
きる。また、練習
問題を解説を見
ながら理解するこ
とができ、その類
題を解くことがで

きる。

数列で学んだ極
限の概念を元に、
正関数、三角関
数、指数関数、対
角関数の導関数
を求めることがで
きる。関数の導関
数を用いて、関数
のグラフを図示す
ることができる。ま
た、教科書の例題
及びその類題（問
題）の大半を解く
ことができる。



③

④

⑤

科目目標達
成度

微分の逆演算とし
て、関数の積分に
ついて学ぶ。不定
積分、定積分につ
いて置換積分、部
分積分などを用い
た基本的な計算
方法を習得する。
また、定積分の図
形的な意味を理解

する。

定期試験、小テス
トやレポート等の
課題で評価する。

不定積分、定積
分などの基本的
な計算方法を習
得し、教科書の練
習問題を解くこと
ができる。また、ど
のようなときに置
換積分や部分積
分などを用いて解
けば良いのかを、
自分の言葉で客
観的に説明するこ

とができる。

不定積分、定積
分の基本的な計
算を習得し、教科
書の例題および、
その類題（問題）
を解くことができ
る。教科書の練習
問題の解説を見
ながら解法を理解
することができ、そ
の類題の大半を
解くことができる。
また、どのようなと
きに置換積分や
部分積分を用い
て解けば良いの
かを瞬時に判断し
正しく計算をする
ことができる。

不定積分、定積
分の基本的な計
算を習得し、教科
書の例題および、
その類題（問題）
を解くことができ
る。また、どのよう
なときに置換積分
や部分積分を用
いて解けば良い
のかを判断するこ
とができる正しく
計算することがで

きる。

定積分の応用とし
て、連続な関数で
囲まれた部分の
面積や、それらを
ｘ回転することでで
きる図形の体積の
求め方を習得す

る。

定期試験、小テス
トやレポート等の
課題で評価する。

連続な関数で囲
まれた図形の面
積が定積分を用
いて求める事がで
きることを理解し、
それを自分の言
葉で客観的に説
明することができ
る。その応用とし
て、様々な図形の
体積を求めること
ができる。教科書
の練習問題を解く
ことができる。

連続な関数で囲
まれた図形の面
積が定積分を用
いて求める事がで
きることを理解す
ることができる。そ
の応用として、
様々な図形の体
積を求めることが
できる。教科書の
練習問題を解説
を読みながら理解
するこができ、そ
の類題の大半を
解くことができる。
例題及びその類
題(問題)を解くこ

とができる。

連続な関数で囲
まれた図形の面
積が定積分を用
いて実際に求める
事ができる。その
応用として、様々
な図形の体積を
求めることができ
る。教科書の例題
及びその類題(問
題)を解くことがで

きる。

前期で学習した導
関数を元に、第二
次導関数(関数を
２回微分すること
で得られる関数)
について学習す
る。第２次導関数
から、グラフの凹
凸など、より精密
な関数のグラフの
振る舞いを調べる
ことができる。ま
た、平均値の定理
を元に、ロピタル
の定理を用いて、
様々な関数の極
限値を求めること

ができる。

定期試験、小テス
トやレポート等の
課題で評価する。

第二次導関数を
用いて、関数のグ
ラフの凹凸が入
れ替わる点である
「変曲点」を求め
ることができ、そ
のグラフを図示す
ることができる。
また、第二次導関
数とグラフの凹凸
の関係を自分の
言葉で客観的に
説明することがで
きる。媒介変数方
程式、極座標方
程式などの導関
数を求めることが
できる。また、ロピ
タルの定理を用
いて様々な関数
の極限値を求め
ることができる。
教科書の練習問
題を解くことがで

きる。

第二次導関数を
用いて、関数のグ
ラフの凹凸が入
れ替わる点である
「変曲点」を求め
ることができ、そ
のグラフを図示す
ることができる。
また、第二次導関
数とグラフの凹凸
の関係を理解す
ることができる。
媒介変数方程
式、極座標方程
式などの導関数
を求めることがで
きる。また、ロピタ
ルの定理を用い
て様々な関数の
極限値を求めるこ
とができる。教科
書の練習問題を
解説を読みながら
理解するこがで
き、その類題の大
半を解くことがで
きる。例題及びそ
の類題(問題)を解
くことができる。

第二次導関数を
用いて、関数のグ
ラフの凹凸が入
れ替わる点である
「変曲点」を求め
ることができ、そ
のグラフを図示す
ることができる。
媒介変数方程
式、極座標方程
式などの導関数
を求めることがで
きる。また、ロピタ
ルの定理を用い
て様々な関数の
極限値を求めるこ
とができる。教科
書の例題及びそ
の類題(問題)を解
くことができる。



1 2 3 4

◎ ○

本科・専攻科教
育目標

評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合

目標との関連 定期試験 小テスト レポート その他（演習課題・発表・実

技・成果物等） 総合評価 セルフチェック

評価項目 50 50 0 0 100

基礎的理解
①②③
④⑤

50 50 100

応用力（実践・専門・融合） 0

社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL） 0

主体的・継続的学修意欲 0

授業概要、
方針、履修
上の注意

・工学や3年次以降の数学または関連科目の基礎となる1変数関数の微積分について講義と演習を行う．
・授業時間に適宜問題演習を行い，授業内容の理解の定着をはかる．
・定期的に小テストや復習テスト（1年で学習した内容の場合もある）を行い，学習状況を確認する．

教科書・
教材

「新編　高専の数学２（第２版・新装版）」「新編　高専の数学２問題集（第２版）」
「新編　高専の数学３（第２版・新装版）」「新編　高専の数学３問題集（第２版）」（森北出版）



週 時間
セルフ
チェック

1,2 6
2,3 4

3,4 6

5 4

6,7 5

7 3

8 2

8,9 6

10,11 6

11,12 5

12,13 4

13,14 5

15 4

期末 [2]

16,17 5

17,18 5

18,19 5

19,20,21 6

21,22 6

22,23,24 4
24 2

24,25 4

25,26 5

26,27 4

27,28 4

28,29 6

30 4

期末 [2]
120

①
②
③

標準的所用時間（試行）

各２時間×３０回

90

備考欄
（共通記述）

授　　業　　計　　画

授　　業　　項　　目 授　　業　　内　　容
自学自習
（予習・復
習）内容

無限数列の極限 無限数列を学び，その極限を計算する．

前期中間試験

関数の極限、連続性
整式以外のいろいろな関数の極限や関数の連続性に
ついて学ぶ．

積と商の導関数、合成関数
とその導関数

積と商の導関数の公式や合成関数の導関数の公式を
学び，これらを用いて関数の導関数を計算する．

対数関数・指数関数の導関数
自然対数の底を定義し，対数関数と指数関数の導関
数の公式を学ぶ．

三角関数の導関数
三角関数の極限の計算方法を学び，三角関数の導関
数の公式を導き，計算を行う．

関数の増減と極大・極小、方
程式・不等式への応用

さまざまな関数の増減や極大・極小を調べ，方程
式・不等式に応用する．

接線・法線と近似値、速
度・加速度

導関数を利用して，接線・法線や近似値，速度・加
速度を計算する．

期末試験

不定積分
不定積分の定義と基本的な関数の不定積分の公式を
学び，不定積分を計算する．

置換積分法、部分積分法
置換積分法と部分積分法を学び，それらを不定積分
の計算に利用する．

いろいろな関数の不定積分
分数関数や三角関数の積等，いろいろな関数の不定
積分の計算方法を学ぶ．

定積分
定積分の定義を学び，基本的な公式を利用して，定
積分を求める．

置換積分法、部分積分法
定積分の置換積分法と部分積分法を学び，それらを
利用して定積分を計算する．

面積 定積分を利用して，図形の面積を求める．
後期中間試験

体積 定積分を利用して，図形の体積を求める．

第2次導関数と曲線の凹凸
第2次導関数と曲線の凹凸との関係を学び，それを
利用して，曲線の凹凸を調べる．

逆関数 逆関数とその微分法を学ぶ．

逆三角関数と導関数
三角関数の逆関数として，逆三角関数を定義し，そ
れらの導関数を計算する．

曲線の媒介変数方程式
媒介変数方程式で表された図形や関数の導関数を学
ぶ．

極座標と曲線
極座標の概念を理解し，極座標で表された曲線につ
いて学ぶ．

期末試験
学習時間合計 実時間

自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）

各５時間×２回

無限級数とその和 無限級数を学び，その和を計算する．

関数の極限値、微分係数・
導関数

関数の極限値を学び，定義を用いて整式の微分係数
や導関数を計算する．

導関数の計算、接線と速度
公式を用いて整式の導関数を計算できるようにする．微分係数や
導関数と接線や速度との関係を学ぶ．

関数の増加・減少、極大・
極小

導関数と関数の増加・減少，極大・極小との関係を
学び，関数の増減表をかく．

関数の最大値・最小値、い
ろいろな変化率

関数の増減を調べ，最大・最小や変化の割合の計算
に利用する．


